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解析結果コメント

[測定値結果] 

[動画解析結果]

[総合判断] 

k様 m様

前の流速が若干流速のある血管である

。3分の時点で両血管ともに2倍以上の

流速上昇が見られ、15分後には一方の

血管はやや流速が低下、他方の血管

は若干流速が上昇している。

前の血管は比較的まっすぐの血管であ

るがごく軽い蛇行と先端部・静脈を中心

に拡張傾向があり、全体に流速は遅い

血管が多いが一部にやや速い血管が

ある。止まりそうな血管は動画の最後に

少し見られる。3分後の動画の最初は流

速上昇が弱いが数病後から急速に流

速上昇が見ら、血管径が整っている。

15分後は3分後よりやや流速が落ちた

様に見えるが全体として流速の均一性

が挙がり、血管径が揃って流速が安定

している様に見える。うっ血傾向は乏し

い。

3分後、15分後ともに流速上昇効果が

著しいが3分時点で効果は最大に近い

。

前の流速はやや遅い程度。3分の時点

で2.5-3倍程度に流速が上昇し、15分で

は一方の血管は流速がやや低下、他

方の血管はわずかに流速が上昇した

程度。流速上昇効果は3分の時点でプ

ラトー(流速上昇効果が最大)になったと

判断される。血管径は一方の動脈側は

前から3分で細くなり、静脈側も徐々に

細くなっている。他方の血管は中央、静

脈が細くなる傾向を示す。

前の血管はやや数が少なめで先端部

がやや太い傾向が目立ち、軽い蛇行と

交叉があり、深部側は細く透見性の低

い血管。3分後は流速が顕著に上昇し、

血管が非常に細く、透見性が低い傾向

が目立つ。15分後の血管も同様の傾向

を示す。血管径の均一化はやや弱いが

3分後よりやや均一に見える。

3分後15分後の流速上昇は明瞭である

が3分の時点でかなりの流速・流量上

昇が見られ、15分後の上昇は明瞭では

ない。

元々の流速は中等度であり、3分後に

は2倍程度の流速になっており、15分で

は3分よりやや流速が低下するが前に

比べれば2倍弱程度の流速である。血

管径は２つの血管は何れも3分で中央

ループの拡大があり、15分で前と同程

度に戻っている。動脈側・静脈側は3分

でやや細くなる傾向を示す。

前の血管はまっすぐで、血管の太さが

比較的揃っている。一部交叉と先端部

付近の径の拡大が見られ、先端部から

深部にかけて透見性の低下がある。流

速は遅く止まりそうな血管があるが中

等度の速さの血管もある。3分後は流速

が急激に上昇し、血管径が均一化した

印象を与える。流速は全体が速い。15

分後の流速は非常に速いが3分後より

やや遅く、白血球あるいは血栓が見え

やすくなっている。

3分後の流速上昇は明瞭であり、15分

には流速上昇効果はわずかながら減

少している。


